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資料２ 

 

かすがいシティバスアンケート調査結果について 

 

１ 調査の目的 

  本調査は利用者数が他路線に比べて少ない北部線沿線の住民に対して、日常的に利用す

る交通手段やシティバスの認知度等を調査し、今後の利用促進につなげるものである。 

 

２ 調査の概要 

アンケート配付日  2010年 12月３日～10日の８日間 

調査対象      北部線沿線地域（牛山地区） 

配付・回収方法   各町内会長にアンケートの配付及び回収を依頼 

配付数       2,225通 

回収数       1,484通 

回収率       67% 

                       

３ 調査結果 

（１） 個人属性（性別・年齢） 

     回答者の７割強が女性である。年齢別では、回答者の６割強が 60歳以上である。 

 

図１ 性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 年齢 
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（２） 沿線住民の日常的な【買い物】について 

     買い物の行き先としては、西高山町にあるバロー（春日井西店）が最も多く、次いで、 

小牧市のジャスコ（小牧店）、岩野町にあるナフコ(岩野店)と続いている。バロー、ナ 

フコについては北部線のバス停近くに店舗があり、シティバスを利用して買い物に行く 

ことが可能である。 

買い物をする時の主な移動手段として、自家用車が 939件と多く、シティバスの利 

用は 42件であった。 

年齢層別で見ると、シティバス利用者は 70歳以上が 32件となっている 

 

    図３ 日常的な買い物の行き先 

 

 

 

 

 

 

図４ 主な移動手段（買い物・回答者全体） 

 

図５ 主な移動手段（買い物・年齢層別） 
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（３） 沿線住民の日常的な【通院】について 

    通院先としては、春日井市内の医療施設が多く、次いで春日井市民病院、小牧市内 

の医療施設の順となっている。 

     通院の主な移動手段として、自家用車が 500件と多く、シティバスの利用は 58件で 

あった。 

年齢層別では、シティバス利用者は 70歳以上が 44件となっている。 

 

図６ 日常的な通院先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 主な移動手段（通院・回答者全体） 

 

図８ 主な移動手段（通院・年齢層別） 
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（４） 沿線住民の日常的な【公共施設等】の利用について 

公共施設では市役所、次いで総合体育館及び西部ふれあいセンターの順となっている。 

公共施設以外として、近隣の郵便局・銀行という意見が多くあった。 

公共施設に行く時の主な移動手段として、自家用車が 433件と最も多く、シティバス 

の利用は 50件であった。 

年齢層別で見ると、シティバス利用者は 70歳以上が 35件となっている。 

 

図９ 日常的に利用する公共施設等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 主な移動手段（公共施設等・回答者全体） 

 

 

図 11 主な移動手段（公共施設等・年齢層別） 

 

 

 

 

174

21

56

92

13

12

69

349

32

78

0 50 100 150 200 250 300 350 400

市役所

市民会館

文化フォーラム

総合体育館

レディヤンかすがい

グリーンパレス春日井

西部ふれあいセンター

郵便局・銀行

小牧市の施設

その他の施設

回答件数（複数回答：件）行き先（公共施設） n=744

30

6 16

50

3 6

131 34 433

2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

主な交通手段

n=711

回答比率（％）

名鉄小牧線 ＪＲ中央本線 名鉄バス かすがいシティバス

こまき巡回バス タクシー バイク・自転車 徒歩

自家用車 その他

3

7

4

14

4

2

2

5

6

1

5

9

14

21

1

1

1

2

1

2

30

56

24

19

4

11

10

9

154

154

63

53 2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

60歳未満 n=199

60～69歳 n=249

70～74歳 n=122

75歳以上 n=124

回答比率（％）

名鉄小牧線 ＪＲ中央本線 名鉄バス かすがいシティバス

こまき巡回バス タクシー バイク・自転車 徒歩

自家用車 その他



 

5 

 

 

（５） 北部線の運行情報等の認知度 

運行情報の認知度については、全体の８割である 946件が運行していることは知 

っているが、シティバスを利用する際に必要な情報は有していない。 

年齢層別で見てみると、他の年齢層と比べて、シティバスを日常生活で利用して 

いると回答が多かった 70歳以上の高齢者でも、シティバスを詳しく知っていると回 

答した人は半数にも満たない結果となった。 

 

図 12 北部線の認知度（回答者全体） 

 

図 13 北部線の認知度（年齢層別） 

 

 

 ４ まとめ 

アンケート結果として、沿線住民の日常的な買い物（バロー、ナフコ）、通院（春日井市

民病院）及び公共施設等（春日井市役所、総合体育館）の行き先の多くは、北部線を利用

して行くことが可能であり、北部線沿線の牛山地区の住民の移動目的をある程度満たして

いると考えられる。 

しかし、住民の多くの移動手段は年齢層に係らず自家用車である。また、シティバスを 

多く利用している 70歳以上の高齢者の中には、移動手段は自家用車を利用している方やシ

ティバスに関する詳しい情報を知らない方が多くいるため、移動手段の中からシティバス

を外している可能性がある。 

 これらの結果を踏まえ、今後は少しでも利用者が増えるように、移動手段が自家用車の

人に対してシティバスへの転換を促すことやシティバスの認知度を高めるようなＰＲ活動

を行っていく必要がある。 
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